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市
内
の
企
業
情
報
な
ど
を
掲

載
し
た「
豊
岡
就
活
応
援
ブ
ッ
ク

2
0
2
0
」を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
市
内
の
企
業
90

社
の
主
要
業
務
や
給
与
実
績
、
福

利
厚
生
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
開
催
す
る
就
活
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
や
就
職
相
談
で
よ
く

あ
る
質
問「
就
活
Q
&
A
」、
本

年
度
U
タ
ー
ン
就
職
し
て
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
た
方
々
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
3

年
目
の
大
学
生
や
1
年
目
の
短
大

･
専
門
学
校
生
ら
に
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
市
役
所
の
窓
口
に
も
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
30
日
、
市
内
の
高
校
な
ど

を
卒
業
し
た
若
者
が
集
う「
25
歳

同
窓
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
の
調
査
で
は
、
新
規
学
卒
就

職
者
の
3
年
目
ま
で
の
離
職
率
は

3
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
25
歳
と
い
う
人
生
の

節
目
に
改
め
て
、「
ふ
る
さ
と
豊

岡
」の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
市
内
外
の
同
級
生
同

士
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
豊
岡
を

離
れ
た
若
者
に
将
来
の
U
タ
ー
ン

を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
し

〜
若
者
の
結
び
つ
き
を
強
め
、ふ
る
さ
と
を
活
性
化
〜

Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業「
豊
岡
市
25
歳
同
窓
会
」開
催

〜
市
民
と
新
年
の
幕
開
け
を
祝
う
〜

「
平
成
31
年
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会
」を
開
催

「
豊
岡
就
活
応
援
ブ
ッ
ク

2
0
2
0
」発
行

て
い
ま
す
。
主
催
は
、
豊
岡
市
25

歳
同
窓
会
実
行
委
員
会
と
本
市
、

但
馬
県
民
局
。
同
実
行
委
員
会
は
、

昨
年
7
月
か
ら
準
備
を
行
う
と
と

も
に
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

を
取
材
し
、
S
N
S（
会
員
交
流

サ
イ
ト
）で
〝
豊
岡
の
魅
力
〞
を

発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
1
1
5

人
が
参
加
。
歓
談
や
ゲ
ー
ム
を
し

な
が
ら
、
同
級
生
と
の
再
会
や
出

身
校
な
ど
の
枠
を
超
え
た
新
た
な

出
会
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

官
公
庁
や
多
く
の
企
業
で
仕
事

始
め
と
な
っ
た
1
月
4
日
、
本
市

は
、
新
し
い
年
の
幕
開
け
に
際
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
、
豊
岡
市
賀
詞
交
換

会
を
本
庁
舎
で
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
の
企
業
･
各
種
団
体
や
、
行

政
機
関
の
関
係
者
ら
約
1
2
0
人

が
出
席
し
た
中
、
中
貝
市
長
と
関

貫
市
議
会
議
長
が
年
頭
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
」が
沖
縄
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
最
大
手
を
通
じ
販
路

拡
大
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
事
例

に
挙
げ
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る

た
め
に
は「
豊
岡
フ
ァ
ン
」を
今
後

も
増
や
す
こ
と
が
重
要
な
ど
と
あ

い
さ
つ
。
そ
の
後
、
出
席
者
全
員

で
市
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
換
会
終
了
後
に
は
、

本
市
の
発
展
に
寄
与
し
た
方
を
表

彰
す
る
市
功
労
者
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た（
詳
細
は
21
ペ
ー
ジ
）。

▲最後に参加者全員で万歳三唱▲同級生同士で記念撮影

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
12
月
】

11
日
・
公
益
社
団
法
人
日
本
パ

ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

協
会
主
催
Ｐ
Ｒ
ア
ワ
ー
ド

グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
1
8
で

「
飛
ん
で
る
ロ
ー
カ
ル
豊

岡
編
集
部
の
取
組
み
」ブ

ロ
ン
ズ
受
賞

20
日
・
新
文
化
会
館
を
考
え
る

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
　
・
北
近
畿
地
域
連
携
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
地
域
と
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
考
え
る
」

21
日
・
バ
ス
路
線
等
公
共
交
通
再

編
調
査（
冬
期
）（
〜
23
日
）

25
日
・「
ひ
ょ
う
ご
県
民
ユニバ
ー
サ

ル
施
設
」に
本
庁
舎
と
豊

岡
稽
古
堂
認
定

28
日
・
市
役
所
仕
事
納
め
式

　
　
・
年
末
年
始
の
U
タ
ー
ン
就

職
・
U
タ
ー
ン
転
職
相
談

会（
〜
1
月
6
日
）

【
1
月
】

４
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　
・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

６
日
・
消
防
団
出
初
式（
豊
岡
、

城
崎
、
竹
野
、
但
東
）

13
日
・
豊
岡
市
成
人
式

（
A
4
判
56
ペ
ー
ジ
）

市政ニュース
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昨
年
12
月
の
あ
る
日
、
議
会
か

ら
市
長
室
に
戻
っ
て
く
る
と
、
大

き
な
封
筒
が
届
い
て
い
ま
し
た
。

但
東
中
学
校
2
年
生
全
員
か
ら
の

招
待
状
で
し
た
。「
ぼ
く
た
ち
の

〝M
ission In T

okyo

〞を
ぜ
ひ
見

に
き
て
く
だ
さ
い
」

疲
れ
が
い
っ
ぺ
ん
に
吹
き
飛
び

ま
し
た
。

今
年
5
月
22
日
。
生
徒
た
ち
は
、

東
京
へ
の
修
学
旅
行
の
際
に
、
豊

岡
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
あ
る

有
楽
町
・
東
京
交
通
会
館
の
前
で

豊
岡
の
P
R
活
動
を
行
い
ま
す
。

物
販
も
行
い
ま
す
。
名
付
け
て
、

「
但
東
中
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」

2
年
生
で
故
郷
の
こ
と
を
学
び
、

3
年
生
の
修
学
旅
行
先
で
発
表
す

る
取
組
み
は
、
今
年
で
4
回
目
に

な
り
ま
す
。

第
1
回
目
の
と
き
は
、
ぼ
く
も

見
に
い
き
ま
し
た
。
東
京
の
ど
真

ん
中
で
、
生
徒
た
ち
は
、
道
を
行

く
見
ず
知
ら
ず
の
人
々
に
堂
々
と

し
た
態
度
で
大
き
な
声
を
か
け
て

い
ま
し
た
。「
私
た
ち
は
、
豊
岡
市

か
ら
来
ま
し
た
!
」

試
食
の
但
東
産
き
な
こ
飴
や
お

か
き
を
差
し
出
し
、
巧
み
に
お
店

に
誘
導
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

急
い
で
生
徒
た
ち
に
返
事
を
書

き
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
が
故
郷
の
こ
と
を
一

生
懸
命
学
び
、
そ
の
成
果
を
東
京

で
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
初
め
て

の
土
地
、
大
都
会
の
真
ん
中
で
道

を
行
き
交
う
人
々
に
声
を
か
け
、

豊
岡
の
こ
と
を
話
す
の
は
、
勇
気

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
故
郷
の
こ
と
、
但
東
の
こ
と

は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
好
き
に
な

り
ま
す
。
好
き
な
も
の
の
た
め
に

行
動
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
勇
気

が
湧
い
て
く
る
は
ず
で
す
・
・
・

声
を
張
り
上
げ
て
、
行
き
交

う
人
々
に
豊
岡
を
売
り
込
む
と

き
、
皆
さ
ん
は
ふ
る
さ
と
の
た
め

に
、
ふ
る
さ
と
を
売
り
込
む
と
い

う
大
切
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
豊
岡
の
大

切
な
一
員
で
あ
る
こ
と
、
但
東
の

大
切
な
一
員
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
大
人
た
ち
は
皆
さ
ん
に
こ
の

M
ission

を
与
え
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
挑
戦
に
、
心
か
ら
の
エ
ー
ル

を
送
り
ま
す
」

市
長
は
き
っ
と
応
援
に
行
く
よ
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
東
京 135

　

近
年
、
人
口
減
少
が
進
む
一
方

で
、
若
者
を
中
心
に
都
市
か
ら
地

方
へ
の
移
住
の
潮
流
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

は
、
日
本
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

文
化
で
あ
る「
音
楽
」を
通
じ
て
、

豊
岡
へ
の
移
住
を
促
す「
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン･

イ
ン･

レ
ジ
デ
ン
ス 

豊
岡
」を
開
始
し
ま
し
た
。ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
が
豊
岡
に
滞
在
し
、
豊

岡
で
の
体
験
を
も
と
に
音
楽
を
創

作
し
、
音
楽
を
通
じ
て
〝
豊
岡
の

〜
音
楽
で
つ
な
が
る
、豊
岡
の
魅
力
と
未
来
〜

移
住
定
住
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン「
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
･
イ
ン
･
レ
ジ
デ
ン
ス 

豊
岡
」開
始

〜
Ｊ
Ａ
Ｌ「
新
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」〜

機
内
食
や
機
内
誌
で〝
豊
岡
の
魅
力
〞を
紹
介

魅
力
〞
を
発
信
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
に
共
感
し
、
昨
年

の
秋
滞
在
し
た
の
が
蔡さ
い

忠ち
ゅ

浩ん
ほ

さ
ん

（b

ボ

ノ

ボ

onobos

）で
す
。
過
去
に
本
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
で

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
本
市
を
訪
れ
て
い

ま
す
。
制
作
し
た
楽
曲
は
1
月
17

日
、
東
京
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
発
表
さ

れ
、
今
後
、
滞
在
中
の
映
像
な
ど

を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
発
信
し
ま

す
。

　

日
本
航
空
㈱（
J
A
L
）が
、

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
機
内
食
や
機

内
誌
で
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る

「
新
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
、

元
日
か
ら
1
カ
月
間
、
本
市
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

機
内
食
に
は
、
但
馬
牛
の
す
き

焼
き
や
豊
岡
産
ほ
う
れ
ん
草
の
小

鉢
料
理
な
ど
が
並
び
、
羽
田
発
着

の
4
路
線
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
の
夕
食
で
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
3
種
類
で
10
日

ご
と
に
変
わ
り「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
」と
と
も
に
楽
し
め
ま
す
。

機
内
誌
で
は
英
語
記
事「T

ow
n 

w
ith Seven H

ot Springs

」と

題
し
て
城
崎
温
泉
が
8
ペ
ー
ジ
に

わ
た
り
特
集
さ
れ
、
浴
衣
を
着
て

外
湯
巡
り
を
楽
し
む
内
容
や
豊
岡

鞄か
ば
ん

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
語
版
の
特
集
で
は
、

出
石
皿
そ
ば
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
本
市
は
協
働

し
、〝
豊
岡
の
魅
力
〞
を
国
内
外

に
発
信
し
ま
す
。

▲１カ月間提供されるファーストクラスの機内食

▲出石永楽館に立ち寄る蔡さん
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